
市民科学データが
保全エリアマップの作成に貢献
なごやいきものクエスト
名古屋市では2023年から「なごやいきものクエスト」を実施

し、市民協働による生きもの調査を続けています。収集された

生物分布ビッグデータは、保全上重要なエリアを示した「生物

多様性重要エリアマップ」の作成に活用されました。本マップ

アプリ内イベント結果をまとめた資料（名古屋市作成） 実際のアプリでの様子

実際のアプリでの様子

生物多様性重要エリアマップ（名古屋市作成）

提供：グラングリーン大阪開発事業者、撮影：Akira Ito.aifoto

市民とともに
生物多様性の変化をモニタリング
大阪 うめきた公園クエスト
一般社団法人うめきたMMOと共同で、2024年に大阪駅前にオープンしたうめきた公園に

おいて、市民参加型の生物調査を実施しています。うめきた公園は、56種の鳥類・昆虫類

を「誘致目標種」と設定し、大阪都心を取り巻く生態系ネットワークの形成に貢献するこ

とを目指しています。市民とともに公園の生物多様性の変化をモニタリングし、ネイチャ

ーポジティブな公園づくりに活用していきます。

\こちらもチェ
ック！/

生物多様性調査のためのフィールドアプリ

主催：一般社団法人うめきたMMO（MIDORI Management Organization）
（うめきた公園の指定管理者。
社員構成：三菱地所株式会社、大阪ガス都市開発会社、オリックス不動産株式会社、関電不動産開発株式会社、
積水ハウス株式会社、株式会社竹中工務店、阪急電鉄株式会社、株式会社大林組）

の取り組みは第5回グリーンインフラ大賞優秀賞を受賞しまし

た。作成されたマップは、自然共生型のまちづくりの基礎的な

情報として、特に市内の開発・不動産事業における活用が期待

されています。

主催：名古屋市環境局環境企画課

第５回グリーンインフラ大賞
「優秀賞」受賞！

クエスト、コレクション、図鑑などのいきもの情報が満載！

「いきもの名前判定AI」で見つけたいきものの名前が分かる！

投稿データは生物多様性の保全に活かされます♪

楽しみながら自然を守ろう！

いきものコレクションアプリ

（バイオーム）


